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トリアージ・タッグ

０

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

（災害現場用）
No

住所

トリアージ実施日・時刻

搬送機関名

電話

トリアージ実施者氏名

トリアージ実施場所

トリアージ実施機関 医　　　師
救急救命士
そ　の　他

診断・処置内容

特記事項

トリアージ区分
  0     Ⅰ     Ⅱ     Ⅲ

収容医療機関名

氏名 年齢 性別

●2　トリアージ・タッグ
（p.109 図１参照）

●１　POP広告作成例
東京理科大学薬学部４年生作成（p.47 図１参照）




